
５ 原材料使用額等

（１）概 況

平成２０年の原材料使用額等は 3 兆 825 億円で、前年に比べ 1,490 億円の増加（前

年比 5.1％増）となった。 （表１０、表１１）

（２）業種別状況

前年に比べ増加したのは１6 業種、減少は 8 業種となった。

・主な増加業種 ・主な減少業種

鉄鋼 ( 同 840 億円 22.5％増) 石油・石炭 (前年比 485 億円 8.9％減)

輸送機械 ( 同 502 億円 17.0％増) 電子部品 ( 同 390 億円 16.8％減)

化学 ( 同 463 億円 9.9％増) 生産用機械 ( 同 67 億円 20.5％減)

（表１１）

（３）原材料率（従業者 30 人以上）

原材料率は 71.6％であった。

業種別では、１５業種で上昇、９業種で低下している。

原材料率を高い順にみると、情報通信（97.1％）、なめし革(X%)、石油・化学（X％）、輸

送機器(86.1%)となっている。 （表１１）



原 材 料 率＝

原材料使用額等 ×１００

出荷額等合計＋年末在庫額（製品＋半製品）－年初在庫額（製品＋半製品）－内国消費税額－推計消費税額

この値が高いほど、生産活動に占める原材料、燃料、電力、委託生産費（外注加工費）などの費用の割合が

高いといえる。この値の変動要因としては主に、①原材料、燃料、電力、委託生産費（外注加工費）の価格の

変動 ②出荷単価の変動 ③出荷している製品の構成割合の変化（原材料率の高い製品の出荷割合が増えれ

ば、原材料率を上げることになる）、などがあげられる。


